
令和３年度

松本市の収入・支出は、「一般会計」「特別会計」「企業会計」の3つに分けられます。

・市　税　�個人市民税と法人市民税の減により､ 全体で
14億7,055万円の減

・地方交付税　�中核市移行や税収の減により､14億8,086
万円の増

・市　債　�基幹博物館整備事業､ 美術館大規模改修事業、
臨時財政対策債により､ 52億2,120万円の増

・繰入金　�スポーツ施設整備基金繰入金の減などにより、
13億1,208万円の減

いま、時代は大転換期　環境・DXで変革の先駆けに

当初予算の概要をお知らせします
●問い合わせ　財政課（本庁舎3階　☎34－3273 ｆ33－1877）

・総務費　�野球場改修工事､ まつもと市民芸術館大規模改
修工事の完了などにより､ 21億3,122万円の減

・衛生費　�新型コロナワクチン接種事業､ エコトピア山田
再整備事業などにより､ 24億3,756万円の増

・商工費　�中小企業金融対策預託金などにより､ 41億4,325
万円の増

・教育費　�基幹博物館整備事業､ 美術館大規模改修事業な
どにより､ 51億2,305万円の増

　新型コロナウイルス感染症の拡大による経済活動の停滞や景気の悪化などにより、令和3年度は税収の減少な
ど、厳しい財政状況になることが予想されます。一方で、こうした現状は、潜在的な社会の課題を浮き彫りにす
る機会となりました。これを変革の契機と前向きに捉え、数十年先を見据えた事業に積極的に取り組み、市民生
活をさらに暮らしやすく、魅力あるものにするための予算編成としました。

→この3つを合わせた全会計の合計予算額は、1,804億354万円で、前年度に比べ97億9,387万円増加しました。

子育て・教育、産業・経済、
まちづくりなど、市の基本的
な事業を行う会計

一般会計　1,011億6,000万円 特別会計　521億1,３27万円
国民健康保険や介護保険など、
法律で設置が義務付けられてい
る一般会計と区分した会計

企業会計　271億３,027万円
水道事業など、独立採算で
料金収入によって運営して
いる事業の会計

•ワクチン接種
•中小企業金融対策

②新型コロナ対策
　約51億8,000万円の増

•博物館の建設
•美術館の改修工事

③大型建設事業
　約54億4,000万円

•保健所、食肉衛生検査所の設置
•県からの移譲事務

①中核市移行　
　約12億３,000万円の増

●令和３年度に増えた理由は？

一般会計の歳入・歳出内訳

※�令和2年度は骨格予算のため、令和3年度当初予算との比較は、令和2年度6月補正後の額との比較です。（新型コロナ対策に
特化した�4月補正・5月補正・6月補正（追加提出分）の額は含みません）

市税
351億8,130万円

34.8％

地方交付税
145億2,500万円

14.4％
国県支出金
201億3,887万円

19.9％

繰入金
19億544万円

1.9％

市債
121億80万円

12.0％

その他交付金
68億6,147万円

6.8％

使用料および手数料
15億43万円

1.5％

その他歳入
89億4,669万円

8.7％

歳入総額歳入総額
1,011億6,000万円1,011億6,000万円

民生費
343億8,271万円

34.0%

総務費
98億6,489万円

9.8%

公債費
92億1,978万円

9.1%

土木費
85億3,242万円

8.5%

教育費
153億8,284万円

15.2%

衛生費
80億1,278万円

7.9%

商工費
68億7,316万円

6.8%

消防費
28億2,916万円

2.8%
農林水産業費
29億8,121万円

3.0%

諸支出金
21億7,198万円

2.1%

その他
9億907万円

0.8%

歳出総額
1,011億6,000万円
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令和3年度当初予算で計上した事業のうち、具体的な事業をいくつか紹介します。

【一般会計市債残高・基金残高の推移】

【全会計における市債残高】　市債残高見込みは、全会計合計で1,121億4,331万円です。

市債残高・基金残高

重点事業

・光と氷の城下町フェスティバル　7,199万円
冬の観光誘客を促進するた
め、冬季のイベントなどを
連動させた総合的なプロモ
ーションを行うとともに、
新たに松本城へのイルミネ
ーションを実施します。

・まちなかアートプロジェクト　7,200万円
松本が蓄積してきた工芸・クラフト文化や地域
が誇るアーティストの作品に接する機会を提供
します。

まちのにぎわいを創出

拡充

新規

将来にわたり公共交通を維持確
保するため、路線バス事業の公
設民営化に向けて取り組みます。

路線バス事業の公設民営化へ向けて
３,３58万円

新規

強化モデル 4地区において、交付金の柔軟な
活用やＮＰＯ・若者などの新たな人材の掘り起
こしを目的に、地域づくりセンターの裁量を拡
大した新たな
交付金制度を
試行します。

地域づくりセンターの体制強化
1,0３5万円

新規

子どもの生活環境整備や居場所づくり推進

・学校のトイレを洋式化　1,945万円
児童・生徒の生活環境を改善するため、トイレの
洋式化・乾式化などの整備を行います。

新規

・子どもの居場所づくりの推進　48３万円
食事提供、学習支援等を実施してい
る団体に交付金を交付します。

拡充

会計 令和 3年度末
市債残高見込額

令和 2年度末
市債残高見込額 前年度比較 令和 3年度末市民 1人あたり

市債残高見込額 1人あたり前年度比

一般 759億8,402万円 727億7,921万円 32億  481万円 31万9,301円 13,467円
特別 14億3,922万円 15億4,510万円 △1億  588万円 6,048円 △445円
企業 347億2,007万円 365億  684万円 △17億8,677万円 14万5,901円 △7,508円
合計 1,121億4,331万円 1,108億3,115万円 13億1,216万円 47万1,250円 5,514円

（令和 3年 1月 1日現在松本市の人口 23万7,970人）

元

（百万円）

基金残高

市債残高

【市債残高】
R３年度末（見込み）
7５９億8,402万円

【基金残高】
R３年度末（見込み）
337億4,310万円H21.3.31

波田町合併

元金償還額以内に市債発行額
を抑える取り組みを開始

H17.4.1
4村合併
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